
42019.10 広報あそ   

阿
蘇
は
文
化
豊
か
な
土
地

　
夏
目
漱
石
、
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
夫

妻
、
徳
冨
蘆
花
な
ど
、
明
治
以
降
、
阿

蘇
の
大
自
然
は
多
く
の
文
豪
・
文
化
人

を
魅
了
し
て
き
ま
し
た
。
地
域
の
住
民

も
古
く
か
ら
神
楽
や
虎
舞
、
牛
舞
な
ど

の
伝
統
芸
能
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
阿
蘇
は
古
来
か
ら
文
化
豊
か
な
土

地
柄
で
し
た
。

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
か
ら
、

こ
れ
ら
の
文
化
的
な
活
動
を
す
る
人
が

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
追
い
打
ち
を

か
け
る
よ
う
に
、
平
成
28
年
の
熊
本
地

震
で
国
道
57
号
が
寸
断
さ
れ
た
こ
と
で

近
隣
の
文
化
ホ
ー
ル
等
へ
足
が
遠
の

き
、
市
民
が
文
化
に
触
れ
る
機
会
も

減
っ
て
い
ま
す
。

　
文
化
活
動
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
の

生
き
が
い
や
潤
い
の
あ
る
生
活
を
与
え

て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
郷
土
愛
を
深

め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。
秋
は
、

阿
蘇
市
内
で
文
化
・
芸
術
を
楽
し
め
る

『
神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』や『
文
化
祭
』・

『
こ
ど
も
芸
術
祭
』
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
さ
れ
ま
す
。「
趣
味
を
持
ち
た
い
」

「
文
化
的
な
活
動
に
興
味
が
あ
る
」
と
い

う
人
は
、
こ
の
機
会
に
文
化
に
触
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

文
化
活
動
に
ふ
れ
て
み
よ
う

義母の書道教室を 15 年前に
引き継いだ坂田ちずえさん（元
黒川）。自宅や生涯学習教室で
小学生から社会人を指導して
います。「自分自身も日々勉強
しています」と文化活動にも
意欲的。華道や吟道、墨画に
も精通している文化人です。

特
集

阿
蘇
を
訪
れ
た
文
化
人

「不如帰」で当時ベストセラー
となった水俣生まれの作家 徳
冨蘆花は、明治 21 年に阿蘇
登山をした際の噴火の様子を
おどろおどろしく表現した短
編「夏の山」を執筆しました。

与 謝 野 鉄 幹・
晶子夫妻は、明
治から昭和にか
けて活躍した文
化人です。
昭 和 ７ 年 に 阿
蘇登山をして、

「霧の色 ひときは黒し かの空に ありて
煙るか 阿蘇の頂（鉄幹）」「うす霧や 大
観峰に よりそひて 朝がほのさく 阿蘇の
山荘（晶子）」など、複数の短歌を詠んで
います。

夏目漱石は、明治 32 年に内
牧温泉に宿泊し阿蘇登山に挑
戦しました。その際に、道に
迷った実体験を元に「二百十
日」を執筆しています。

徳と
く
と
み冨

蘆ろ

か花

夏
目
漱
石

与謝野鉄幹・晶子



波野地域の中江区と横堀区には、豊
後（大分）地域の影響を受けた岩戸神
楽が保存伝承されています。「古事記」
と「日本書記」に出
てくる「天の岩戸」
の 神 話 を 中 心 に 全
33 座で構成。
地元の祭りや県内外で
の公演のほか、波野小・
中学校でも継承活動が
行われています。
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特集　芸術の秋 文化活動にふれてみよう

第１３回阿蘇市文化祭
毎年 11 月の文化の日に合わせて開催。阿蘇市文化協会の会員たちが日頃の成果を発
表する一大イベントです。ステージ・展示部門があり、お茶席を設けたりと阿蘇市の
文化が一堂に会する祭典です。

と　　き　　11月2日（土）午前 9 時 30 分～

　　　　　　　　　3日（日）午前１０時～
ところ　　阿蘇体育館（内牧）
問阿蘇市文化協会事務局
　☎ 090-8413-4847（日田）

第１４回阿蘇市こども芸術祭
伝統芸能や音楽等の発表を通して子どもたちに地域の素晴らしさを理解してもらうこ
とと、市民の交流を目的として開催。ことしは 14 団体が出場し、約 300 人の子ども
たちが日頃の成果を発表します。

と　き　11月9日（土）　午前 9 時 ~
ところ　阿蘇体育館（内牧）

問教育課社会教育係　☎ 22-3229

文化活動にふれる秋のイベント情報

阿
蘇
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能

阿蘇市内の成川・竹原・蔵原・狩尾・
折戸・永草・古閑・小倉の地域で継
承されている、豊作を祝う伝統芸能
です。

阿蘇神社に奉納さ
れる獅子舞に遠慮
して、奉納以外で
舞 う 時 に「 虎 舞 」
と呼ばれるように
なりました。

神 

楽虎 

舞



展
示

絵
画
、
絵
手
紙
、
俳
句
、
写
真

書
道
、
華
道
、
茶
道

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
着
物
リ
フ
ォ
ー
ム

押
し
花
、
日
傘
、
切
り
絵

と
う
き
び
人
形
、
染
色
、
革
工
芸

木
彫
、
陶
芸

ス
テ
ー
ジ

詩
吟
、
太
鼓
、
三
味
線
、
沖
縄
三
線

民
謡
、
大
正
琴
、
琴
、
尺
八
、
日
舞

バ
レ
エ
、
社
交
ダ
ン
ス

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
太
極
拳
、
花
架
拳

３
Ｂ
体
操
、
マ
ジ
ッ
ク
、
コ
ー
ラ
ス

オ
カ
リ
ナ
、
ギ
タ
ー

ハ
ー
モ
ニ
カ
合
唱

人
と
文
化
を
つ
な
ぎ
ま
す

　
阿
蘇
市
内
で
活
動
す
る
多
く
の
文

化
団
体
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
阿
蘇

市
文
化
協
会
は
、
阿
蘇
市
の
文
化
芸

術
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
日
々
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
「
文
化
」
は
身
近
に
あ
り
人
生
に

潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
ツ
ー
ル
で

す
。
文
化
協
会
は
文
化
活
動
に
関
わ

る
個
人
や
企
業
、
地
域
を
つ
な
い
で

一
緒
に
活
動
し
て
い
く
団
体
で
す
。

発
表
の
場
を
提
供

　
個
人
で
作
品
を
作
っ
た
り
歌
や
踊

り
を
練
習
し
て
も
発
表
の
場
が
な
け

れ
ば
張
り
合
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。
文

化
協
会
で
は
各
団
体
内
で
会
員
同
士

が
楽
し
く
活
動
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と

　

私
と
文
化
の
出
会
い
は
古
い

も
の
で
、
詩
吟
を
40
年
、
茶
道

を
20
年
ほ
ど
続
け
て
お
り
、
詩

吟
の
漢
文
へ
の
興
味
か
ら
最
近

で
は
書
道
も
始
め
て
い
ま
す
。

　

私
が
考
え
る
文
化
は
「
楽
し

む
」
を
暮
ら
し
に
取
り
入
れ
て

喜
び
に
変
え
て
い
く
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
日
々

の
生
活
を
充
実
さ
せ
、「
人
生
に

彩
り
」
を
付
け
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
文
化
と
い
う
の
は
遠
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ん

に
も
ぜ
ひ
多
く
の
文
化
に
触
れ
、

参
加
・
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

 岩下 哲
てつぞう

三 さん
（上役犬原）

特集　芸術の秋 文化活動にふれてみよう

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

阿
蘇
市
文
化
協
会

し
て
、
各
部
門
や
団
体
ご
と
に
大
会

や
発
表
の
場
が
用
意
さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。

　

阿
蘇
市
で
一
番
の
発
表
の
場
と

な
る
の
は
、
毎
年
11
月
の
文
化
の

日
に
合
わ
せ
て
２
日
間
（
11
月
２

日
㈯
・
３
日
㈰
）
に
わ
た
り
開
催

す
る
文
化
協
会
主
催
の
「
文
化
祭
」

で
す
。
芸
能
や
音
楽
、
太
極
拳
や

ダ
ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
、

絵
画
や
書
道
、
作
り
物
な
ど
は
展

示
ブ
ー
ス
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

文
化
活
動
を
始
め
よ
う

　

文
化
活
動
に
興
味
が
あ
る
人
は
、

ま
ず
は
行
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
視

野
を
広
げ
れ
ば
様
々
な
方
法
で
文
化

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
一
緒
に
文
化
の

秋
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

文
化
協
会
に
加
盟
し
て
い
る

団
体
の
分
野
・
部
門
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会
長
あ
い
さ
つ



7 広報あそ 2019.10

阿
蘇
写
友
会

　
本
会
は
50
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
現
在
は

40~
80
代
の
会
員
８
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
月
に
１
回
の
例
会
を
開
き
、
撮
り
た
め
た
写

真
を
会
員
同
士
が
辛
口
で
批
評
し
刺
激
し
合
う

こ
と
で
個
人
の
技
術
を
向
上
さ
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
写
真
展
の
開
催
や
年
２
回
の
撮
影
旅
行

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
写
真
に
興
味
が
あ
る
」「
撮
影
の
レ
ベ
ル
を

上
げ
た
い
」
な
ど
、
や
る
気
が
あ
る
人
は
ぜ
ひ

一
度
例
会
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
会
員
の

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
若
い
人
た
ち
も

大
歓
迎
で
す
。

沖
縄
三さ
ん
し
ん線
教
室

　
沖
縄
三
線
は
心
地
の
い
い
音
色
を
奏
で
る
癒

し
の
楽
器
で
す
。
左
手
は
弦
を
押
さ
え
右
手
に

バ
チ
を
持
ち
楽
譜
を
見
な
が
ら
歌
う
の
で
、
脳

が
刺
激
さ
れ
認
知
症
予
防
に
も
効
果
的
で
す
。

　
生
涯
学
習
や
自
宅
の
教
室
で
幼
稚
園
児
～
80

代
ま
で
約
30
人
を
教
え
て
い
ま
す
。
文
化
祭
で

の
発
表
の
ほ
か
に
、
福
祉
施
設
の
夏
ま
つ
り
な

ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
演
奏
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
数
時
間
で
簡
単
な
曲
を
弾
け
る
よ
う
に
な
る

の
で
、
興
味
が
あ
る
人
は
ま
ず
は
体
験
入
門
を

お
勧
め
し
ま
す
。

竹原 憲
の り お

朗さん
（宇土）

かんぽの宿では、阿蘇写友会の作品を
常設展示。１０月２日㈬～７日㈪にメ
ガネの大宝堂ギャラリー（熊本市）で、
２年に１度、１６回目を迎える写真展
も開催されます。

特集　芸術の秋 文化活動にふれてみよう

下田さんの自宅で開かれる沖縄三線の
練習風景。弾くだけでなく歌うのが基
本。文化祭では、始めて３カ月の新人
から 10 年のベテランまで 20 人がス
テージで演奏します。

表
千
家
茶
道

　
毎
週
金
曜
日
に
自
宅
で
８
人
の
生
徒
さ
ん
と

お
茶
の
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。

　
茶
道
は
格
式
が
高
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
が

ち
で
す
が
、
難
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

着
物
の
着
付
け
や
美
し
い
言
葉
使
い
な
ど
多
く

の
要
素
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
普
段
の
生
活
の
延

長
と
考
え
て
い
ま
す
。
表
千
家
や
裏
千
家
な
ど

い
ろ
ん
な
流
派
も
あ
り
ま
す
が
、
作
法
が
少
し

違
う
だ
け
で
お
茶
を
楽
し
む
こ
と
は
一
緒
で
す
。

　
文
化
活
動
は
出
会
い
も
多
く
、
稽
古
は
交
流

の
場
で
す
。
続
け
ら
れ
る
も
の
を
見
つ
け
て
人

生
を
豊
か
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

9 月 14 日に開催された第 23回観月茶
会の様子。文化祭でも２日間にわたり
無料のお茶席が設けられます。誰でも
参加できるので、作法を教わりながら
お茶を体験してみてはいかがでしょう。

 下田 美輪子さん
（小里）

菅
かん

 正
ま さ こ

子さん
（的石）

加盟団体活動紹介
お問い合わせ

文化協会事務局（日田）
☎ 090-8413-4847

文化協会に加盟している団体のうち、３つの活動を
紹介します。ほかにも、活発に活動している団体は
たくさんあります。活動に参加したい場合は文化協
会事務局までお問い合わせください。


